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）
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第
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の
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定
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概
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光
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令
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濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
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業
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用
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供
す
る
焼
入
れ
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設
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い
う
。
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〃

〇
・
二

〇
・
四

二
二
〇

二
二
〇

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
二
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。当

該
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基

づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
令
和
五
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
月
十
三

日
ま
で
の
間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
光
市
環
境
市
民
部
環
境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
株
式
会
社

住

所

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八
番
二
号

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
株
式
会
社
製
造
本
部
山
口
製
造
所
（
光
エ
リ
ア
）

所
在
地

光
市
大
字
島
田
三
四
三
四
番
地

三

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
六
十
一
号
の
鉄

鋼
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
冷
却
洗
浄
施
設
、
圧
延
施
設
、
焼
入
れ
施
設
及
び
湿
式
集
じ
ん
施
設
、
同

表
第
六
十
三
の
三
号
の
石
炭
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電
施
設
の
う
ち
、
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
、
同
表
第

六
十
五
号
の
酸
又
は
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
表
面
処
理
施
設
並
び
に
同
表
第
七
十
四
号
の
特
定
事
業
場
か

ら
排
出
さ
れ
る
水
の
処
理
施
設

四

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
内
容

特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
の
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
表

の
と
お
り
変
更
を
生
ず
る
。

四
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処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び
処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

種

類

項

目

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

オ
イ
ル
セ
パ
レ
ー

タ
ー
・
中
和
施
設

処
理
前

変
更
前

七
・
四

五

～

九

一
四
・
五

二
〇

二
二
・
五

四
〇

四
・
五

六
〇

一
〇
一

〇
・
四

〇
・
八

一
六
、
三
〇
四

一
九
、
二
七
六

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
六
、
七
五
〇

二
〇
、
一
六
九

処
理
後

変
更
前

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
六
、
三
〇
四

一
九
、
二
七
六

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
六
、
七
五
〇

二
〇
、
一
六
九

〃

処
理
前

変
更
前

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

九
、
九
九
五

一
一
、
八
一
四

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
〇
、
二
六
九

一
二
、
三
六
一

処
理
後

変
更
前

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

九
、
九
九
五

一
一
、
八
一
四

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
〇
、
二
六
九

一
二
、
三
六
一

五

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

項

目

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

変
更
前

七
・
四

五

～

八
・
五

七

二
〇

一
〇
・
六

三
〇

四
・
五

二
〇

六
〇

〇
・
三

八

一
〇
、
一
一
二

一
四
、
六
二
一

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

No．2

排

水

口

変
更
前

〃

五

～

九

一
四
・
五

〃

二
二
・
五

四
〇

〃

六
〇

一
〇
一

〇
・
四

〇
・
八

九
、
九
九
五

一
二
、
六
二
五

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
〇
、
二
六
九

一
三
、
一
七
二

No．3

排

水

口

変
更
前

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
六
、
三
〇
四

二
〇
、
五
九
九

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
六
、
七
五
〇

二
一
、
四
九
一

五
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No．4

排

水

口

変
更
前

七
・
五

五

～

八
・
五

一
一

一
六

一
六
・
九

〃

三
・
八

二
五

六
〇

〃

〇
・
七

一
八
、
三
八
八

二
七
、
三
〇
九

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

No．5

排

水

口

変
更
前

七
・
六

五

～

九

一
一
・
六

一
四
・
九

一
四

三
六

四
・
四

五

二
〇

〇
・
三

〇
・
六

六
、
五
七
八

九
、
八
九
三

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

No．7

排

水

口

変
更
前

八
・
二

七

～

八
・
五

二

三

四

九
検
出
せ
ず

二

四

〇
・
二

〇
・
四

一
七
五
、
二
〇
〇

一
七
五
、
二
〇
〇

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

No．8

排

水

口

変
更
前

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

一
七
六
、
八
八
〇

一
七
八
、
五
六
〇

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

No．9

排

水

口

変
更
前

八

五
～

九

一
〇

二
〇

四
〇

四
〇

五

五

一
〇

一

二

―

四
三
〇
、
〇
〇
〇

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

No．10

排

水

口

変
更
前

六
・
二

五
・
五

～

八
・
五

二

五

一

五

〇
・
五

三

〃

〇
・
二

〇
・
四

二
二
〇

二
二
〇

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有

害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

周
南
市
開
成
町
四
五
五
五
の
四
〇
の
一
部
、
四
五
五
五
の
四
四
の
一
部
、
四
五
五
五
の
四
五
の
一

部
及
び
四
五
五
五
の
四
八
の
一
部
並
び
に
同
市
臨
海
町
六
の
一
部

二

特
定
有
害
物
質
の
種
類

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
四
塩
化
炭
素
、
一
・
二－

ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
一－

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
一
・
二－

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
一
・
三－

ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
水
銀

及
び
そ
の
化
合
物
、
一
・
一
・
一－

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
一
・
二－

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ベ
ン
ゼ
ン
並
び
に
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
五
十
八
条
第
五
項
第
十

号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
の
規
定
へ
の
該
当

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
第
五
十
八
条
第
五
項
第
十
二
号
に
該
当
す
る
。

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
四
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
区

域
及
び
区
分
に
つ
い
て
法
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
と
認
め
た
。

六
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令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

区

域

区

分

浜
崎
区
域

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地

改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

土
地
改
良
区
の
名
称

認
可
年
月
日

下
関
市
菊
川
町
土
地
改
良
区

令
和
五
、

九
、
一
一

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
保
安
林
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

山
口
市
徳
地
伊
賀
地
字
栩
ノ
木
一
〇
七
五
九
、
字
滝
ケ
迫
一
〇
七
七
二
の
一
、
一
〇
七
七
五
、
一

〇
七
七
七
か
ら
一
〇
七
七
九
ま
で
、
一
〇
七
八
一
、
一
〇
七
八
二
の
二
、
一
〇
七
八
二
の
三
、
一
〇

七
八
二
の
五
、
一
〇
七
八
三
、
一
〇
七
八
四
、
一
〇
七
八
六
、
一
一
一
四
七

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
山
口
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
山
口

市
農
林
水
産
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岩
国
都
市
計

画
道
路
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
及
び
岩
国
市
都
市
開
発
部
都
市
計
画
課
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

岩
国
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
七
岩
国
停
車
場
装
束
線

二

変
更
の
内
容

位
置
、
区
域
及
び
構
造
の
変
更

公

告

（
一
七
三
）
山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
公
募
に
係
る
応
募
の
時
期
及

び
方
法
等

身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
山
口
県
条
例
第
七
号
。
以
下
「
条
例
」
と

い
う
。
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者

の
公
募
に
係
る
応
募
の
時
期
及
び
方
法
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
に
関
す
る
事
務
の
内
容

七
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㈠

条
例
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

㈡

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
に
開
館
し
、
又
は
臨
時

に
閉
館
す
る
こ
と
。

㈢

条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
開
館
時
間
を
延
長
し
、
又
は
短
縮
す
る

こ
と
。

㈣

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
拒
む
こ
と
。

㈤

施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

二

指
定
し
よ
う
と
す
る
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

三

応
募
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

公
募
に
係
る
応
募
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
「
法
人
等
」
と

い
う
。
）
で
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
複
数
の
法
人
等
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
（
以
下
「
共
同
体
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
構
成
員
の
い
ず

れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
）
と
す
る
。

㈠

法
人
等
（
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
）
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⚑

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は

第
二
項
に
規
定
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

⚒

所
得
税
又
は
法
人
税
、
消
費
税
及
び
県
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⚓

民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て

又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て

が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

㈡

主
た
る
事
務
所
を
県
内
に
有
し
て
い
る
こ
と
。

㈢

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十

七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
な
い
こ
と
。

㈣

法
人
等
の
代
表
者
が
暴
力
団
員
（
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
又
は
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
以
下
「
暴
力
団
員
等
」

と
い
う
。
）
で
な
い
こ
と
。

㈤

暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
の
統
制
の
下
に
あ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

㈥

山
口
県
に
お
け
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二

第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
に
お
い
て
、
そ
の
公
正
な
手
続
を
妨
げ
た
も
の

で
な
い
こ
と
。

㈦

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
こ
と
。

㈧

共
同
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
構
成
員
の
い
ず
れ
も
が
、
こ
の
公
募
に
お
い
て
他
の
共
同
体
の
構

成
員
又
は
他
の
応
募
者
で
な
い
こ
と
。

四

募
集
要
項
の
配
布

㈠

場
所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
健
康
福
祉
部
障
害
者
支
援
課

㈡

期
間

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
月
二
十
三
日
ま
で
の
間

五

応
募
の
方
法
及
び
期
間

㈠

方
法

公
募
に
係
る
応
募
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平

成
三
十
年
山
口
県
規
則
第
六
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
事
業
計

画
書
及
び
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
持
参
し
、
又
は
書
留
に
よ
り
郵
送
し
て
山
口
県
健

康
福
祉
部
障
害
者
支
援
課
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈡

期
間

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
月
二
十
三
日
ま
で
の
間

六

そ
の
他

㈠

公
募
に
係
る
説
明
会
を
令
和
五
年
十
月
四
日
（
水
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
山
口
市
八
幡
馬
場
三

六
番
地
の
一

山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
行
う
。

㈡

こ
の
手
続
に
参
加
し
た
者
が
業
務
委
託
及
び
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措
置

要
領
若
し
く
は
清
掃
業
務
委
託
に
係
る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措
置
要
領
に
基
づ
く
参
加
停
止
又

は
山
口
県
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
領
に
基
づ
く
指
名
停
止
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
審
査
の
対
象
と
せ
ず
、
又
は
指
定
を
行
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

㈢

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
健
康
福
祉
部
障
害
者
支
援
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

二
七
六

五
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

（
一
七
四
）
土
地
改
良
区
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地

改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

就
任
し
た
役
員

八

山 口 県 報 （定期） 第 440 号令和５年９月22日 金曜日



土
地
改
良
区
の
名
称

理
事
の
別

監
事

氏

名

住

所

下
関
市
菊
川
町
土
地
改
良

監

事

倉
田

敏
栄

下
関
市
菊
川
町
大
字
吉
賀
二
〇
八
三

区
（
一
七
五
）
令
和
五
年
度
山
口
県
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
の
開
催

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和

五
年
度
山
口
県
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

講
習
会
の
種
別

家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会

二

開
催
場
所

防
府
市
大
字
牟
礼

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
農
林
業
担
い
手
支
援
部

美
袮
市
伊
佐
町
河
原

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
部

三

開
催
期
間

令
和
五
年
十
一
月
六
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
十
二
月
六
日
（
水
曜
日
）
ま
で

四

受
講
者
の
定
員

十
五
人

五

講
習
に
係
る
家
畜
の
種
類

牛

六

講
習
科
目

区

分

科

目

学
科

一
般
科
目

畜
産
概
論

家
畜
の
栄
養

家
畜
の
飼
養
管
理

家
畜
の
育
種

関
係
法
規

専
門
科
目

生
殖
器
解
剖

繁
殖
生
理

精
子
生
理

種
付
け
の
理
論

家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
人

工
授
精
用
精
液
の
保
存

実

習

家
畜
の
飼
養
管
理

家
畜
の
審
査

生
殖
器
解
剖

発
情
鑑
定

精
液
精
子
検
査
法

家

畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
の
保
存

七

受
講
申
込
書
の
提
出
期
限

令
和
五
年
十
月
二
十
日
（
金
曜
日
）

八

受
講
の
手
続

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
講
申
込
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
を

経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
。

九

受
講
者
の
決
定

受
講
者
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
本
人
に
通
知
す
る
。

十

受
講
手
数
料

一
万
八
千
四
百
二
十
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
込
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ

と
。
こ
の
収
入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

十
一

そ
の
他

こ
の
講
習
会
の
受
講
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
農
林
水
産
部
畜

産
振
興
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

三
四
三
四
）
又
は
最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
に
す
る
こ

と
。

（
一
七
六
）
防
府
都
市
計
画
道
路
の
変
更
の
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
府
都
市
計

画
道
路
を
変
更
し
た
い
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
変
更
に
係
る
防
府
都
市
計
画
道
路
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

防
府
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
三

一
の
桝
四
の
桝
線

二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

防
府
市
大
字
浜
方

三

変
更
の
内
容

区
域
及
び
構
造
の
変
更

四

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
期
間

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間

五

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
及
び
防
府
市
土
木
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

防
府
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
十
三
牟
礼
中
関
線
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二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

防
府
市
大
字
田
島

三

変
更
の
内
容

区
域
及
び
構
造
の
変
更

四

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
期
間

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間

五

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
及
び
防
府
市
土
木
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

人
事
委
員
会

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
人
事
委
員
会

山
口
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
山
口
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
中

つ
く
ば
市

豊
田
市

大
阪
市

二
級
地

を
」

「
つ
く
ば
市

豊
田
市

大
阪
市

二
級
地

に
改
め
る
。

」

さ
い
た
ま
市

三
級
地

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
事
項

備
考

（
届
出

年
月
日 ）

税
理
士
に
よ
る
岸

の
ぶ
ち
よ
後
援
会
柳
井
卓
正
別
府
有
里
岩
国
市
今
津
町
２
丁
目
14

番
15号

令
和
５
、

８
、
24

南
野
よ
し
子
後
援

会
南
野
佳
子
藤
田
秀
人
長
門
市
仙
崎
1855の

３
〃
〃
16

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

異
動

内
容

備
考

(

)

異
動

年
月
日

新
旧

自
由
民
主
党
小
野
田
支
部

江
本
郁
夫
代
表
者
江
本
郁
夫

早
川
幹
夫

令
和
５
、

７
、
29

自
由
民
主
党
山
陽
支
部

中
村
博
行
〃

中
村
博
行

新
藤
精
二

〃
〃
23

自
由
民
主
党
美
祢
支
部

森
中
克
彦
会
計
責
任
者
秋
山
哲
朗

織
田
浩
久

〃
〃
25

自
由
民
主
党
山
口
県
参
議
院
選

挙
区
第
一
支
部

江
島

潔
事
務
所
山
口
市
小
郡
下

郷
2912の

３
山
口
市
小
郡
御

幸
町
７
の
31

〃
８
、
１

一
〇
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自
由
民
主
党
山
口
県
衆
議
院
比

例
区
第
一
支
部

吉
田
真
次
名

称
自
由
民
主
党
山

口
県
衆
議
院
比

例
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
山

口
県
第
四
選
挙

区
支
部

〃
６
、
16

自
由
民
主
党
山
口
県
農
業
団
体

支
部

平
岡

武
代
表
者
平
岡

武
金
子
光
夫

〃
〃
29

山
口
県
商
工
政
治
連
盟

藤
村
利
夫
事
務
所
山
口
市
糸
米
１

丁
目
８
番
32号

山
口
市
小
郡
光

が
丘
11の
２

〃
〃
１

会
計
責
任
者
藏
藤
共
存

奥
田

宏

山
口
県
農
協
農
政
推
進
連
盟

平
岡

武
代
表
者
平
岡

武
金
子
光
夫

〃
〃
29

山
田
と
し
お
山
口
県
後
援
会

〃
〃

〃
〃

〃
〃
〃

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
解
散
等
に
係
る
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散

年
月
日

明
日
の
美
祢
と
山
口
県
を

創
る
会

柴
崎
修
一
郎
森
中
香
代
子
美
祢
市
大
嶺
町
北
分
604の

２
令
和
５
、

７
、
31

片
山
げ
ん
じ
後
援
会

福
田
瑞
穂
片
山
伸
子
岩
国
市
美
川
町
南
桑
2400

令
和
４
、

11、
１

税
理
士
に
よ
る
岸
信
夫
後

援
会

北
村
和
幸
柳
井
卓
正
〃

今
津
町
２
丁
目
14番
15号

令
和
５
、

８
、
24

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金

管
理

団
体

備
考

(

)

指
定

年
月
日

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

南
野
佳
子
長
門
市
長

南
野
よ
し
子
後
援

会
長
門
市
仙
崎
1855番

地
３

南
野
佳
子
令
和
５
、

８
、
16

公
安
委
員
会

公

告契
約
の
締
結

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

山
口
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

二

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

初
動
捜
査
支
援
シ
ス
テ
ム

一
式

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
七
月
二
十
七
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四
番
一
号

六

落
札
金
額

八
千
七
百
八
十
七
万
二
千
四
百
円

七

入
札
公
告
日

令
和
五
年
六
月
十
六
日

八

そ
の
他

㈠

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

㈡

調
達
方
法

借
入
れ

一
〇
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㈢

落
札
方
式

最
低
価
格

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事

一
二
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